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エゴグラムを，石川ら 2) が TEGの作成時に用
いた男女別の一般成人男女の得点と比較すると，












表 2'表 3に示した基準をもとに， I群「一般
的な高校生らしい意見をもつ者」， I群「性に対
して比較的奔放な考えをもつ者」，［I群「性に対




















































男 質問 2 性交渉の欲求が高まった場合の対処方法
子 質問 3 相手の女性から妊娠を告げられた楊合の態度
質問 4 高校生の人工妊娠中絶について
牧問 l 性交渉を行う際の避妊行動について
女 質問 2 性交渉を求められた場合の対処方法















































































N群 ：その他分類てきない者 81名 (37.5%)
表 4 男女の性行動からみた群別の割合
男 子 女 子
（人 （％） （人 (%))
I 一般的な高校生らしい 107 (54 6) 80 (37.0) 
群 意見をもつ者 し-*l ＊_J 
I 性に対して比較的奔放 21 oo 7) *I ,s (3 7) 
群 な考えをもつ者 L_  *_J 
II 性に対して強い拒否的 19 (9 7) *I ,47 (21 si 
群 感情を抱く者 三 ＊一ー」
w 
その他分類できない者
49 (25 0) ＊ 81 (37 5) 
群 し— *_J
計 196 (100) 216 (100) 
* * : p<0.01 
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CP NP A P'C AC 
偏差値を求めるために使用した払準集団：男子麻校生全f,l(n=196) 
•- I群 ：一般的な高校生らしい意見の者 (n=107) 
▲・・ ・ ・• I ff}:性に対して比較的奔放な考えをもつ者 (n=21) 
令 ＂―- 皿群：性に対して強い拒否的感情を抱く者 (n=19) 
4 5 
図 3 男子高校生の性行動に関する回答からみた 3群のエゴグラムの特徴
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CP NP A FC AC 
偶差値を求めるために使用した甚準集団：女子高校生全貝(n=216)•— I群：一般的な高校生らしい意見の者 (n=BO) 
▲…… l1群：性に対して比較的奔放な考えをもつ者 (n=B) 










































































II: P<O. 01 ■ 女子
■ 男子
図 5 高校生の避妊法に関する認疎








正解 （人（％） 不正解 （人（％）
男 子
30 (17)7 148 (83) (178人）
＊ 
女 子 58 (28)_J 151 (72) 
(209人）
* : p<O.05 
表 6 基碇体温のグラフ上での排卵日の読み取り
妊娠"［能期に
加：も妊娠 安全期にしやすい時期に 排卵があると匝I排卵Hあると 排卵があると回
答した者回答した者 答した名 （人 (%)（人 （％） （人 （％）
男 子 24 (14) 66 (39)7 -* 80 (47) -＊I 一(170人）
60 (30)_J 女子 28 (14) 113 (56)_J 
(201人）
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